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大 会研 究 発 表2005.11.12 『デザイン理論』48/2006

西 インド,ラ バー リーの刺繍布 その変遷 と社会的認識

上羽陽子/大 阪芸術大学

本発表 では,ラ バー リーの刺繍布 がカ ッチ

県 の手工芸 の代表的な扱いを受けるようにな っ

た経緯 と,ラ バー リー社 会が この動 きに対 し

て どのように認識を して,何 故 「刺繍禁止令」

を発令 したか,そ の変遷 を ラバー リー社会 の

変 化 とイ ン ドおよびカ ッチ県での手工芸振興

活動 とを照 し合 せなが ら考察 を試 みた。

調査地である西イン ド,グ ジャラー ト州 カッ

チ県 は,パ キ スタ ンとの国境 沿いに位 置 し,

年 間 降水 量400mmL,(下 の乾 燥地帯 で ある。

カ ッチ県では染色,織 物,陶 芸,金 工,革 細

工,木 工な ど 「カ ッチ ワー ク」 と呼ばれ る多

様 な手工芸 が盛 んに行われ,近 年 『TheArts

ofKutch』[2000LoNDoN]やr.κ αcんc毓』

[1998RANDHAwA],な どの出版物で紹介 さ

れて いる。

これ らの 出版物の表紙を飾 る代表的な民族

集 団と して,ラ クダやヤギな どの牧畜を主な

生業 とす るラバー リー(Rabari)が 取 り上

げ られて いる。彼 らの牧畜生活 は固定 した村

に家 を持 ちなが ら,1年 の うち約10カ 月間を

家畜 に与え る草を求めて家族 ごと移動す る移

牧 である。 また,ラ バー リー全体で はこの よ

うな移牧 を行 って いる者 は約70%で あ り,残

りの約30%は 一 つ の村 に定住 し,家 か ら少 し

離 れた場所 の野原で家畜を飼 い,日 中に放牧

をさせて生活 を している。 カ ッチ県 にはカシ,

デ バ ラヤ,ヴ ァガディアの3集 団が居住 し,

そ の人 口は約15,000～18,000人(カ ッチ県総

人 口の約1%)と されて いる。

表紙 と して取 り上 げ られ る題材 は,ラ バー

リー 自身 の風俗や家屋 に泥 と石灰で描 いた壁

面装飾,ラ クダや ヤギの毛 を用 いた放牧用具

などであ り,中 で も,鏡 片 を縫 い付 けること

で有名 な彼 らの刺繍布 は,鮮 やか な色彩 と多

様 な文様表現 によ って制作 され,1970年 代 頃

か らイ ン ド国内外 で注 目され てきた。

この経緯 にはカ ッチ県 での手工芸振興活動

と深い関わ りがある。 イ ン ド独立後,初 代首

相 で あ るネル ー首相(PanditJawaharalal

Nehru在 職1947-64)は,手 工芸 と手織産

業 の育成 を試 み,1952年 に全 イ ン ド手工芸委

員 会(AllIndiaHandicrafutsBoard)を 設

立 し,手 工 芸振興 についてイ ン ド政府 を挙 げ

て さまざまな活動 を行 うよ うになった。 そ し

て,1956年 に はデ リーに国立手工芸 ・手織博

物 館(NationalHandicraftsandHand-

loomsMuseum),1961年 に はグ ジャラー ト

州の中心都 市 ・ア フマダーバー ドに国立 デザ

イ ン研究所(NationalInstituteofDesign)

が 設 立 された。 このよ うな動 きの中で1974年

に グジャラー ト州政府手工芸 公社 が設立 され,

そ の 後,1976年 に カ ッチ 県 の 首 都 ブ ジ

(Bhuj)に 手 工芸宣伝広告 ・事業拡大セ ンター

HandicraftsMarketing&ServiceEx-

tensionCenter)も 設 立 され た。 そ して,こ

れ らを契機 にカ ッチ県の手工芸振興活動が盛

ん にな って いった。ただ し,こ れ らの活動の

中心 は職人 による商品を対象 と した ものが多

か ったQ

一 方
,1969年 に カ ッチ県を襲 った大早魃の

飢餓救済活動事業 によって,こ の地方の女性

による刺繍技術が注 目され,女 性た ちの刺繍

の継承を 目的 と した振興活動 も活発 にな った。

そ して,1989年 に国立手工芸 ・手織博物館 に

おいて ラバ ー リー二の刺繍布 の実演販売が行 わ
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れ,彼 らの刺繍布が徐々に有名になっていっ

た。

ラバーリーの刺繍布の特徴は布に鏡片を縫

い付けるミラー刺繍であり,彼 らの制作する

刺繍布が他の民族集団の刺繍布より豊かな表

現力を持 っていることは,さ まざまな形の鏡

片を作 り出す技術を持ち,多 種類の鏡片を用

いることで,自 ずと布の上に豊かな文様を表

現できるからである。また,文 字のないラバー

リー語による彼 らの社会において文様とは,

文字のかわりになる重要な存在であったため

多 くの伝統的文様が継承され続けてきた。そ

して,こ のように制作された刺繍布は,結 婚

時の持参財としての重要な役割を持 っていた。

しか し近年,ラ バーリーの族長は 「刺繍禁

止令」を発令 した。この禁止令は,1994年 に

デバラヤラバーリー,1998年 にヴァガディァ

ラバー リーの族長によって発令され,婚 礼衣

裳をはじめとするすべての衣裳 と持参財とし

ての刺繍布の制作を禁止す るものであった。

この背景には,ラ バーリーの刺繍布が観光

客へ高値で販売 されることが一つの要因とし

て考え られる。以前は,親 戚内で協力をしな

が ら準備をしてきた刺繍布を他者へ販売 して

しまうことで,持 参財の不足といった事態を

まねき,結 婚の延期や中止 といったことがラ

バーリー社会において問題 になった。また,

移牧か ら定住へと生活形態の変化によって,

子供のころから学校へ行き,刺 繍に費やす時

間よりも教育に時間をかけるべきだという考

えも生まれ,こ のような状態を懸念した族長

が禁止令を発令 したのである。そして,現 在

では,刺 繍の代用としてやモールや レース,

またはジグザグミシンによる文様表現を行っ

ている。

ただし,持 参財としてではな く,手 工芸振

興活動による商品としての刺繍布の制作に限っ

て行 うことは許可をされているのである。 し

かし,多 くのカッチ県の女性が積極的に振興

活動に参加していることに対して,ラ バーリー

の女性は明らかにこの活動へは消極的である。

この理由には外部の人が主導となってアレン

ジしたデザインを指定された布,色 糸によっ

て制作することや,自 ら工夫をすることので

きない商品としての刺繍布を制作することに

対する抵抗が挙げられる。また,委 託側 も伝

統的な文様を継承せず,こ だわりを持ってい

ない民族に制作を依頼するほうが簡単である

とも考えていた。

つまり,持 参財としての役割を持 っていた

刺繍布がラバー リー以外の他者からの評価の

高さによって,そ の動きとは逆にラバーリー

社会の中で禁止を してしまう,ま た,現 在で

は禁止令が出たために,さ らに昔のラバーリー

の刺繍布が高い評価をうけ,商 品としてラバー

リーの文様が多 く使われるようになり,そ れ

をラバーリー以外の女性が制作するという新

たな動きが起きている。

2001年 のカッチ県を震源地 としたインド西

部大地震後,イ ンド国内外の政府やNGOが

この地域において手工芸復興活動を活発に行

い,こ の活動の一つにラバーリーの女性たち

に ミシンを配付するというものがあった。そ

の結果,現 在,唯 一,カ ッチ県の3集 団の中

で刺繍禁止令の出ていないカシラバ リにおい

て他の2集 団同様にジグザグミシンによる文

様表現が盛んに行われるようになってきてい

る。また,彼 らの壁面装飾 もこの震災により

崩れ落ち,震 災後,こ れ らを小片にして販売

するという新 しい動きもある。

今後,カ ッチ県での手工芸復興活動がこの

地方の手工芸にどのような影響を与えるのか,

また,ラ バーリーの手工芸技術が,こ の震災

によってどのように変化 し続けてゆくか,さ

らなる追加調査を試みたい。
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